
な
か

に
し

さ
と
る

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

中

西

聡

専
攻
学
科
目

日
本
経
済
史

生

年

昭
和
三
七
年

略

歴

昭
和
六
一
年

三
月

東
京
大
学
経
済
学
部
卒
業

平
成

五
年

四
月

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
助
手

同

七
年

三
月

博
士
（
経
済
学
）

同

七
年

四
月

北
海
道
大
学
経
済
学
部
助
教
授

同

一
一
年
一
〇
月

名
古
屋
大
学
経
済
学
部
助
教
授

同

一
二
年

四
月

名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
助
教
授

同

一
六
年

二
月

名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

三



博
士
（
経
済
学
）
中
西

聡
氏
の
『
海
の
富
豪

の
資
本
主
義
―
―
北
前
船
と
日
本
の
産
業
化
』

に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

本
書
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
）
は
、
一
九
世
紀
か
ら

二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
日
本
海
沿
岸
航
路
に
お
い
て
活
躍
し
た
帆
船
で
あ
る

北
前
船
の
船
主
が
如
何
に
資
本
蓄
積
を
行
い
、
そ
の
蓄
積
資
金
の
投
下
が
近
代

日
本
の
地
域
経
済
の
産
業
化
を
ど
の
よ
う
に
特
徴
付
け
た
か
を
、
主
要
な
北
前

船
主
の
残
し
た
経
営
帳
簿
お
よ
び
地
域
の
経
済
発
展
と
資
産
家
群
に
関
す
る
統

計
資
料
を
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
究
明
し
た
労
作
で
あ
る
。

北
前
船
に
関
す
る
研
究
は
、
船
舶
に
関
す
る
技
術
史
的
研
究
か
ら
始
ま
り
、

船
主
の
営
業
活
動
に
つ
い
て
も
長
い
研
究
史
が
あ
る
が
、
船
主
が
荷
主
か
ら
運

賃
を
受
け
取
る
「
運
賃
積
」
で
な
く
船
主
自
身
が
商
人
的
活
動
を
行
う
「
買
積
」

に
よ
っ
て
利
益
を
上
げ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
だ
け
で
、
そ
う
し
た
利
益
の
獲

得
基
盤
と
な
っ
た
商
品
価
格
の
地
域
間
格
差
と
い
う
基
礎
的
な
事
実
が
十
分
明

ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
北
前
船
主
が
蓄
積
し
た
利
益
を
近
代

産
業
に
投
下
し
て
日
本
の
産
業
革
命
を
如
何
に
推
進
し
た
か
と
い
う
問
題
に
至

っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
扱
わ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
近
代
日
本
が
ア
ジ
ア
に
お
い
て

最
初
の
産
業
革
命
に
成
功
し
た
理
由
を
、
殖
産
興
業
政
策
や
在
来
産
業
の
発
展

に
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
三
都
や
地
方
の
商
人
・
両
替
商
の
蓄
積
資
金
の
近
代

産
業
へ
の
投
下
に
求
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
最
近
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
近

世
か
ら
近
代
初
頭
の
主
要
な
商
品
輸
送
路
で
あ
る
沿
岸
航
路
で
活
躍
し
た
北
前

船
主
の
蓄
積
資
金
も
ま
た
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ

の
分
析
が
乏
し
い
こ
と
は
、
日
本
産
業
革
命
の
全
体
像
の
究
明
を
妨
げ
て
き

た
。中

西

聡
氏
は
、
単
著
『
近
世
・
近
代
日
本
の
市
場
構
造
―
「
松
前
鯡
」
肥

料
取
引
の
研
究
』
に
お
い
て
、
北
前
船
の
主
要
な
取
扱
品
で
あ
る
蝦
夷
地＝

北

海
道
産
の
鯡
魚
肥
の
製
造
と
北
陸
・
畿
内
な
ど
へ
の
流
通
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
、
大
阪
湾
岸
地
域
の
貝
塚
町
の
肥
料
商
を
介
す
る
鯡
魚
肥
の
農
家
へ

の
供
給
に
つ
い
て
の
共
同
研
究
の
成
果
『
産
業
化
と
商
家
経
営
―
米
穀
肥
料
商

廣
海
家
の
近
世
・
近
代
』
を
公
刊
し
、
さ
ら
に
本
書
に
お
い
て
、
蝦
夷
地
と
畿

内
を
結
ぶ
北
前
船
主
の
立
ち
入
っ
た
研
究
を
試
み
た
。
同
氏
は
、
経
営
帳
簿
が

大
量
に
残
存
す
る
七
家
を
中
心
と
す
る
北
前
船
主
二
一
家
の
経
営
を
詳
細
に
調

べ
上
げ
て
、
そ
の
活
動
内
容
と
資
産
形
成
を
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
長
期
に

亘
っ
て
客
観
的
・
数
量
的
に
追
跡
し
、
出
身
地
の
資
産
家
群
の
中
に
位
置
付
け

る
と
と
も
に
、
利
益
の
投
下
先
の
分
析
を
通
じ
て
出
身
地
の
経
済
発
展
と
の
関

係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

中
西
氏
は
先
ず
、
日
本
海
沿
岸
航
路
で
取
引
さ
れ
た
米
・
魚
肥
・
塩
・
砂
糖

一
九



の
地
域
間
価
格
差
の
推
移
を
検
討
し
、
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
関
東
産
鰯
魚
肥
に

代
わ
っ
て
肥
料
の
中
心
を
占
め
た
北
海
道
産
鯡
魚
肥
の
取
引
が
と
く
に
有
利
と

な
っ
た
た
め
、
北
前
船
は
近
代
初
期
に
か
け
て
大
き
く
活
躍
し
た
が
、
二
〇
世

紀
に
入
る
と
、
そ
の
活
躍
自
体
が
地
域
間
価
格
差
を
縮
小
さ
せ
、
満
州
産
大
豆

粕
肥
料
に
押
さ
れ
た
魚
肥
消
費
の
減
少
も
あ
っ
て
北
前
船
主
の
多
く
は
帆
船
に

よ
る
海
運
業
か
ら
撤
退
し
た
こ
と
を
示
し
、
次
い
で
、
北
前
船
主
の
出
身
地
が
、

越
前
・
加
賀
・
越
中
の
三
か
国
に
集
中
し
つ
つ
も
、
但
馬
・
若
狭
・
能
登
・
近

江
・
越
後
・
羽
前
・
陸
奥
に
も
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上

で
、
中
西
氏
は
、
対
象
と
す
る
二
一
家
を
、
近
代
に
お
い
て
も
北
海
道
産
物
を

中
心
に
扱
い
海
運
関
連
部
門
で
活
動
し
続
け
た
五
家
（
こ
こ
で
は
第
一
タ
イ
プ

と
呼
ぼ
う
）
と
、
海
運
以
外
の
諸
分
野
に
展
開
し
た
一
六
家
に
区
別
し
、
後
者

を
、
近
世
に
は
権
力
と
距
離
を
取
り
、
近
代
に
な
っ
て
発
展
し
つ
つ
出
身
地
の

企
業
勃
興
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
た
第
二
タ
イ
プ
の
九
家
と
、
近
世
に
は
権
力

と
密
着
す
る
御
用
商
売
で
大
規
模
化
し
た
が
、
近
代
に
は
海
運
業
が
停
滞
し
、

出
身
地
で
は
地
主
経
営
の
み
の
場
合
が
多
い
第
三
タ
イ
プ
の
七
家
に
分
類
し

た
。第

Ⅰ
部
「
商
品
・
資
本
市
場
と
北
前
船
主
」
で
は
、
第
一
タ
イ
プ
に
属
す
る

近
江
の
西
川
家
、
加
賀
の
酒
谷
家
、
能
登
の
西
村
家
な
ど
五
家
が
扱
わ
れ
、
北

海
道
産
物
の
取
扱
い
に
よ
る
高
収
益
を
目
指
す
彼
ら
は
、
利
益
の
再
投
下
に
よ

る
所
有
船
数
の
増
加
に
よ
っ
て
海
難
リ
ス
ク
を
分
散
さ
せ
た
た
め
、
出
身
地
と

の
経
済
関
係
は
浅
く
、
海
運
業
撤
退
後
も
北
海
道
漁
業
へ
の
進
出
や
、
銀
行
預

金
・
有
価
証
券
投
資
な
ど
を
行
う
が
、
地
元
会
社
へ
の
投
資
は
少
な
か
っ
た
と

指
摘
す
る
。
第
Ⅱ
部
「
地
域
経
済
と
北
前
船
主
」
で
は
、
第
二
タ
イ
プ
に
属
す

る
陸
奥
の
野
村
家
、
越
後
の
伊
藤
家
、
加
賀
の
熊
田
家
な
ど
九
家
が
扱
わ
れ
、

彼
ら
が
出
身
地
産
物
を
含
む
多
様
な
商
品
を
扱
い
、
利
益
を
土
地
取
得
に
も
向

け
た
た
め
、
出
身
地
経
済
と
の
結
び
つ
き
が
近
世
か
ら
強
か
っ
た
こ
と
、
近
代

に
は
伊
藤
家
を
除
く
諸
家
が
何
れ
も
出
身
地
で
の
銀
行
・
会
社
設
立
に
深
く
関

与
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
Ⅲ
部
「
地
域
社
会
と
北
前
船
主
」
で
は
、
第
三

タ
イ
プ
に
属
す
る
越
中
の
宮
林
家
、
若
狭
の
古
河
家
な
ど
御
用
商
売
で
早
く
か

ら
大
を
な
し
た
が
、
御
用
金
負
担
に
よ
り
蓄
積
が
制
約
さ
れ
た
五
家
を
ま
ず
扱

い
、
彼
ら
は
明
治
維
新
と
松
方
デ
フ
レ
で
打
撃
を
受
け
、
企
業
勃
興
に
は
貢
献

し
な
か
っ
た
こ
と
、
遅
れ
て
発
展
し
た
た
め
に
御
用
金
負
担
が
比
較
的
少
な
か

っ
た
越
前
の
森
田
家
・
大
和
田
家
の
二
家
は
、
銀
行
経
営
を
通
じ
て
出
身
地
の

産
業
化
に
貢
献
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
北
前
船
主
は
、
第
二
タ
イ
プ
の
船
主
を
中
心
に
出
身
地
の
会

社
・
銀
行
の
設
立
に
参
加
し
、
産
業
革
命
の
資
金
提
供
者
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
た
と
い
う
の
が
本
書
の
結
論
で
あ
る
。
最
後
に
中
西
氏
は
、
大
阪
の
新

旧
商
人
の
多
く
が
大
阪
の
企
業
勃
興
を
積
極
的
に
推
進
し
た
の
と
比
べ
て
、
北

前
船
主
の
場
合
は
、
主
と
し
て
第
二
タ
イ
プ
の
船
主
し
か
地
元
の
企
業
勃
興
に

参
加
し
な
か
っ
た
点
に
限
界
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
北
陸
地
域
に
お
け
る
会
社

二
〇



設
立
は
、
大
阪
府
に
較
べ
て
か
な
り
遅
れ
た
こ
と
、
た
だ
し
、
農
業
も
含
め
た

産
業
化
全
体
の
水
準
の
差
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、
北
陸
地
域
の
産
業
化
は
大

阪
府
な
ど
の
「
工
業
特
化
」
型
産
業
化
と
異
な
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
「
農

工
連
関
」
型
産
業
化
と
し
て
積
極
的
な
評
価
も
可
能
だ
と
主
張
す
る
。
こ
う
し

た
北
前
船
主
の
資
本
蓄
積
と
地
域
経
済
産
業
化
と
の
関
係
の
指
摘
は
、
問
題
提

起
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
当
否
は
今
後
の
研
究
の
進
展
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

部
分
が
多
い
。
し
か
し
、
本
書
が
北
前
船
主
の
資
本
蓄
積
活
動
と
近
代
産
業
へ

の
資
金
投
下
の
客
観
的
・
数
量
的
分
析
を
飛
躍
的
に
深
化
さ
せ
、
分
離
さ
れ
勝

ち
で
あ
っ
た
近
世
史
研
究
と
近
代
史
研
究
を
結
び
つ
け
た
画
期
的
な
業
績
で
あ

る
こ
と
は
疑
い
な
い
事
実
で
あ
り
、
本
書
は
日
本
の
経
済
史
・
経
営
史
研
究
の

水
準
を
著
し
く
向
上
さ
せ
た
も
の
と
し
て
日
本
学
士
院
賞
に
値
す
る
。

二
一




